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日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
く
ま
そ
を
う
つ

本
武
尊
征
熊
襲

︻
表
︼

夏
が
来
た
﹁
博
多
祗
園
山
笠
﹂

如
じ
ょ
す
い
き
ゅ
う
し
ゅ
う
へ
い
て
い
の
い
さ
お
し

水
九
州
平
定
功

︻
見
送
り
︼ 山

笠
が
つ
な
ぐ
絆

　今年も気合いの夏、博
多祇園山笠の季節を迎え
ました。山笠を通して博
多の街をさらに元気に、
また老人クラブの会員の
皆さんとともに助け合い
ながら、子どもたちの未
来を支えていきたいです。

博多祇園山笠振興会
会長　 豊田　侃也 氏

（写真左から）
・千代シニアクラブ　　　　　会　　長　中富　鐵也 氏
・博多区老人クラブ連合会　　広報部長　福井　良一 氏
・二番山笠「千代流」　　　  　総　　務　西川　裕庸 氏
・博多祇園山笠振興会　　　　会　　長　豊田　侃也 氏
・博多人形師　　　　　　　　　　　　　川崎　修一 氏
・博多祇園山笠振興会　　　　事務局長　川口　俊二 氏
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前
会
長
　
野
上
　
義
治

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

強
み
生
か
し
活
気
あ
る
ク
ラ
ブ
に

　

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
運
営
委
員
会
に
10
年
間
籍
を

お
き
、
こ
の
た
び
連
合
会
会
長

を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
間
、
会
員
の
皆

様
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
方
の

ご
協
力
に
よ
り
、
事
業
運
営
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、

会
員
減
少
に
つ
い
て
は
避
け
て

は
通
れ
な
い
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
毎
年
2
0
0
名
近
く
の
会

員
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
心

を
痛
め
て
お
り
ま
し
た
。
理
由

は
後
継
者
不
足
な
ど
様
々
あ
り

ま
す
が
、
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
友
愛
訪
問
や
奉
仕
活

動
な
ど
は
、
地
域
に
密
着
し
て

地
道
に
取
り
組
ん
で
い
る
単
位

ク
ラ
ブ
が
着
実
に
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
地
域
を
支
え
る

取
り
組
み
が
、
会
員
増
強
や
解

散
し
た
単
位
ク
ラ
ブ
の
復
活
に

必
ず
結
び
つ
く
も
の
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

や
、
ペ
タ
ン
ク
に
お
い
て
は
、

他
の
区
に
は
な
い
「
好
友
会
」

組
織
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
博
高
連
の
強
み
で
す
。
毎

月
の
例
会
に
は
多
数
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
増
進

と
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
充
実
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
な
ら

び
に
博
高
連
が
ま
す
ま
す
発
展

さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ざ
い
ま
し
た
。

 

会
長
　
楢
橋
　
貞
雄

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
を
高
め
よ
う

　

こ
の
た
び
、
博
多
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
楢
橋
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、

ま
た
は
地
域
活
動
な
ど
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
前
会
長
の
野
上
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
博
高
連
の
発

展
の
た
め
、
多
年
に
わ
た
り
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
高

齢
者
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
の
活
動

を
通
じ
み
ん
な
で
楽
し
め
る
場

で
あ
り
、
諸
先
輩
方
の
創
意
工

夫
に
よ
り
今
も
歴
史
を
重
ね
て

い
ま
す
。
し
か
し
国
民
の
4
人

に
1
人
が
高
齢
者
と
い
う
超
高

齢
社
会
を
迎
え
る
な
か
、
単
位

ク
ラ
ブ
数
、
会
員
数
は
と
も
に

減
少
傾
向
で
状
況
は
好
転
し
て

お
ら
ず
、
大
変
残
念
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

核
家
族
化
の
進
展
に
伴
う
高

齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
、
近

所
づ
き
あ
い
の
希
薄
化
な
ど
で

孤
立
し
や
す
い
状
況
の
中
、
高

齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
等
の

犯
罪
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
高

齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
代
の
な
か
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
は
ま
す
ま
す
注

目
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
と

し
て
確
立
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
目

標
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
誰

も
が
参
加
し
て
楽
し
い
魅
力
あ

る
活
動
、
生
活
に
は
り
と
潤
い
、

そ
し
て
安
心
を
与
え
る
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
誰
も
が
入
会

し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
も

努
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
後
も
会
員
の
皆
様
の
ご
意

見
、
ご
要
望
等
を
も
と
に
、
お

互
い
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
発
展
の
た
め
頑

張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

野上前会長から楢橋会長へバトン引き継ぐ



平成30年7月15日（3）第58号

那 珂 南 校 区 野上　義治
奈 良 屋 地 区 吉川　鐵義
御 供 所 地 区 吉岡　博美
東 月 隈 校 区 中村　里美

区老連役員退任者

堅 粕 校 区 小川　栄子

校区女性部長退任者

千代校区・千代東住宅９番老人クラブ 𠮷田千恵子
大浜地区・大浜老人第二楽生会 稲永　尊彦
奈良屋地区・綱場福寿会 森　　　敦
春住校区・春住第三長生クラブ 森本　忠雄
吉塚校区・おもと会 岡村　育子
東月隈校区・月隈東団地老人クラブ美月会 藤田　遼弐
東月隈校区・下月隈第二常磐会 前田　利勝
弥生校区・ことぶき老人会 開　　福江
板付北校区・悠生会 桑野徳三郎
三筑校区・南八幡会 江口　稲雄
那珂南校区・新和町福寿会 吉山　和子
那珂南校区・昭南町第一永寿会 野上　義治

単位老人クラブ会長退任者

会員増強運動特別賞

板付校区       諸岡むつみ会 篠﨑　恒重
【単位老人クラブの新規加入】

　
5
月
11
日
︵
金
︶、
博
多
市

民
セ
ン
タ
ー
に
て
、
平
成
30

年
度
博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
宮
島
区
長
を
は

じ
め
多
数
の
来
賓
に
ご
臨
席

い
た
だ
き
、
博
多
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
へ
の
支

援
に
つ
い
て
激
励
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
よ
り
会
長
に

就
任
し
た
楢
橋
会
長
よ
り

「
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
新
設
ク
ラ
ブ
の

立
ち
上
げ
、
１
ク
ラ
ブ
あ
た

り
2
名
以
上
の
純
増
を
目
標

に
掲
げ
ま
す
。
と
も
に
力
を

新
会
長
に
楢
橋
貞
雄
氏
（
板
付
）

会
員
増
達
成
へ
一
致
団
結

合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

平成30年度 博多区老人クラブ連合会会長表彰
被表彰者一覧 （敬称略）

【単位老人クラブの会員数の増】

席田校区　　東平尾長寿会 関　　 博道
席田校区　　上臼井長寿会 鬼塚 　敏満
東月隈校区　浦田町南山会 中武　 　正
那珂南校区　葉櫻会　　　 岡部 　安正
那珂南校区　西春町西寿会 中原 　正秀
那珂南校区　嶺寿会　　　 伊藤　 　恵
那珂南校区　銀寿会　　　 笹野 　福好

　

続
い
て
、
退
任
役
員
お
よ

び
校
区
女
性
部
長
、
単
位
ク

ラ
ブ
会
長
、
会
員
増
強
運
動

特
別
賞
受
賞
の
方
々
へ
感
謝

状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
で
は
東
住

吉
校
区
の
福
山
誠
会
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
29
年
度
事

業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、

監
査
報
告
、
30
年
度
事
業
計

画
︵
案
︶、
予
算
︵
案
︶
が

上
程
、
審
議
さ
れ
、
す
べ
て

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　

平
成
26
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
1
0
0
万
人
会
員

増
強
運
動
も
最
終
年
度
を
迎

え
ま
す
。
目
標
達
成
の
た
め

に
も
、
会
員
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
活
動
を
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成30年度博多区老連総会開催

謝辞
野上義治氏

楢橋貞雄会長
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平成 30 年度 博多区老人クラブ連合会

役員・運営委員名簿

役職名 校区
地区 氏名

会　長 板 付 楢橋 　貞雄

副会長
三 筑 木原 　正道
東 光 阿部 　悦子

会　計 吉 塚 山田 東洋男

監　事
美 野 島 川﨑 　　宏
吉 塚 立石 智恵子

運
営
委
員
（
校
区
会
長
・
女
性
部
長
）

千 代 福井 　良一
大 浜 篠隈 　勝義
御 供 所 原 　　　功
奈 良 屋 青木 　　望
冷 泉 中尾 　敏勝
住 吉 藤井 しつ江
東 住 吉 福山 　　誠
春 住 森本 　忠雄
美 野 島 古屋　 征範
吉 塚 山田 東洋男
東 吉 塚 稲益 　　満
東　光 松村 　秀豊

役職名 校区
地区 氏名

運
営
委
員
（
校
区
会
長
・
女
性
部
長
）

堅　粕 岩瀬 　弘毅
席　田 常岡 　　哲
月　隈 斉藤 　竹美
東月隈 中原 富久男
那　珂 廣田 すみ子
弥　生 山田 　優基
板　付 楢橋 　貞雄
板付北 井上 チサ子
三　筑 木原 　正道
那珂南 伊藤 　　恵
女性部Ａ 大須賀 照代
女性部Ｂ 板井 　通子
女性部Ｃ 阿部 　悦子
女性部Ｄ 諸藤 美由紀
（7月～ 八谷英子氏）
女性部Ｅ 庄島 　克枝
女性部Ｆ 城戸 スミ江

平成 30 年度 博多区老人クラブ連合会

女性部長名簿

博多区老人クラブ連合会事務局　活動推進員　池田　忠久
〒812-8514
博多区博多駅前2丁目19-24 博多区保健福祉センター3階
電話　092-419-1085　　 FAX　092-441-1455

校区・地区 区
分 氏　名

千 代

A

播磨 貴砂子
大 浜 大須賀 照代
御 供 所 原　 多恵子
奈 良 屋 濱野 エイ子
冷 泉 岡本　 光世
住 吉

B

藤井 しつ江
東 住 吉 桑原 日津美
春 住 板井 　通子
美 野 島 山田 　鈴恵
吉 塚

C

立石 智恵子
東 吉 塚 荻原　 豊子
東 光 阿部　 悦子
堅 粕 舟越　 靖子

校区・地区 区
分 氏　名

席 田
D
川野　 和重

月 隈 中村　 克美
東 月 隈 諸藤 美由紀
　　　　（7月～ 八谷英子氏）
那 珂

E

庄島 　克枝
弥 生 開 　　福江
板 付 藤 　美恵子
板 付 北 岩永　 友子
三 筑

F
松尾　 洋子

那 珂 南 城戸 スミ江

平成 30 年度　博高連 行事計画

実施日 行事名 会　場

7

17 日 博多区演芸大会準備 博多市民センター　ホール
18日 博多区演芸大会 博多市民センター　ホール
24日 運営委員会 2F　集団指導室
26日 第47回市高齢者囲碁・将棋大会 ふくふくプラザ 6F 研修室

8
3 日 地域リーダー研修会 博多市民センター　ホール
17日 運営委員会 2F　集団指導室

9

3 日 第56回市高齢者保健福祉大会 福岡市民会館
5日 博多区ゲートボール大会 山王公園（自由広場）
6日 博多区ゲートボール大会（予備日） 山王公園（自由広場）
11日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
18日 運営委員会 2F　集団指導室
26日 博多区グラウンド・ゴルフ大会 山王公園（自由広場・野球場）
27 日 博多区グラウンド・ゴルフ大会（予備日）山王公園（自由広場・野球場）

10

4 日 第40回市ゲートボール大会 山王公園（自由広場）
5日 第40回市ゲートボール大会（予備日）山王公園（自由広場）
9日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
10~16日 第48回市高齢者美術展 福岡アジア美術館
10日 博高連カラオケ大会準備 博多市民センター　ホール
11日 博高連カラオケ大会 博多市民センター　ホール
18日 運営委員会 2F　集団指導室
25日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）
30 日 第17回市グラウンド・ゴルフ大会 舞鶴公園
31日 第17回市グラウンド・ゴルフ大会(予備日) 舞鶴公園

11

13 日 博高連ペタンク大会 山王公園（自由広場）
14日 博高連ペタンク大会(予備日) 山王公園（自由広場）
20日 運営委員会 2F　集団指導室
22日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）
27 日 健康教室 2F　集団指導室
30日 社会見学会 未定

12

11 日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
12日 市女性部会研修会 ふくふくプラザ
14日 博多区ソフトダーツ大会 さざんぴあ博多体育館
18日 運営委員会 2F　集団指導室
20日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

1
22 日 運営委員会 2F　集団指導室
24~25日 他都市研修会（宿泊） 未定

2
1 日 第8回市高齢者ソフトダーツ大会 福岡市民体育館
12日 女性部会(女性リーダー研修会) 施設見学会
19日 運営委員会 2F　集団指導室

3

5 日 補助金及び友愛訪問説明会 博多市民センター　ホール
12日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
19日 運営委員会 2F　集団指導室
28日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）
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（敬称略）大会成績
◆囲碁の部

【 チャンピオン戦 】
優　勝 松岡 　伸也 東住吉
準優勝 田中 　　募 長生園
第３位 池田 　義尚 那珂南

【 三・四段戦 】
優　勝 瀧島 　孝雄 東月隈
準優勝 河原 　弘典 那珂南
第３位 中西 　正治 東吉塚

【 初・二段戦 】
優　勝 入江 　正人 那珂南
準優勝 北村 　侯男 板付北
第３位 魚島 　勝子 長生園

【 級位戦 】
優　勝 高瀬 　強平 東月隈
準優勝 安部 　恭輔 東月隈
第３位 加峯 　鉄也 板付北

◆将棋の部

【 有段戦 】
優　勝 山 崎　　昇 那珂南
準優勝 梶 原　敬 生 長生園

【 級位戦 】
優　勝 大 森　正 雄 吉　塚
準優勝 鈴 木　勝 弘 大　浜
第３位 山 内　　勇 那珂南

平成30年度 博多区高齢者囲碁・将棋大会

最高齢者賞

87歳
田中　満弥さん

【那珂南】

（男性） 74歳
魚島　勝子さん

【長生園】

（女性）

頭を適度に使って、いつまでもお元気で！

　

博
高
連
の
会
員
と
一
般
の
方
が

腕
試
し
を
す
る
博
多
区
高
齢
者

囲
碁
・
将
棋
大
会
を
6
月
22
日

︵
金
︶、
長
生
園
で
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
囲
碁
の
部
19
名
、
将

棋
の
部
7
名
の
計
26
名
で
、
日
頃

磨
い
た
棋
力
と
気
力
を
発
揮
し
、

真
剣
勝
負
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

女
性
参
加
者
が
少
な
い
な
か
、

囲
碁
の
部
初
・
二
段
戦
で
は
、
魚

島
勝
子
氏
が
見
事
、
第
3
位
に
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
会
員
の
皆

さ
ん
、
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
、大
会
に
参
加
し
、

囲
碁
や
将
棋
の
奥
深
さ
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

11
月
29
日
︵
水
︶、
博
多
区
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
博
多
区

老
連
健
康
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
お
口
の
健

康
と
ロ
コ
モ
予
防
」
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
き
、
参
加
し
た
35
名

は
、
健
康
寿
命
と
口
腔
ケ
ア
の
重

要
な
関
係
性
を
は
じ
め
、
ロ
コ
モ

体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
続
け
る
た
め
に
は
日
頃
の
手

入
れ
が
重
要
で
す
。
歯
を
失
う
と

誤
え
ん
性
肺
炎
の
ほ
か
、
認
知
症

や
生
活
習
慣
病
の
糖
尿
病
な
ど
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り

命
に
関
わ
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

80
歳
に
な
っ
て
も

20
本
以
上
自
分
の

歯
を
保
つ
た
め
に

も
、
今
か
ら
ケ
ア

を
し
っ
か
り
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

3
月
6
日
︵
火
︶、
博
多
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
老
人
ク

ラ
ブ
補
助
金
・
友
愛
訪
問
事
業
説

明
会
を
開
催
し
1
7
0
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
の
説
明
で

は
、
福
祉
・
介
護
保
険
課
の
鈴
木

係
長
よ
り
、
29
年
度
の
実
績
報
告

お
よ
び
30
年
度
の
交
付
申
請
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
・
友
愛
訪
問
事
業
説
明
会

1
7
0
名
が
補
助
金
申
請
等
を
学
ぶ

棋
力
と
気
力
で

　
26
名
が
腕
試
し

口腔ケアと
　ロコモ予防学ぶ
口腔ケアと口腔ケアと

健康教室

【
ロ
コ
モ
予
防
体
操
】

背
筋
を
伸
ば
し
て
、

全
身
の
筋
肉
を
ほ
ぐ

し
ま
す
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最
高
齢
者
賞

梶原弘之さん（86）
三筑校区

中村ハルエさん（88）
板付校区

　

12
月
15
日
︵
金
︶、
さ
ざ

ん
ぴ
あ
博
多
に
て
博
多
区
高

齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
1
5
7
名
は
、

カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
を
２
試

合
、
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ

ト
1
試
合
を
16
コ
ー
ト
に

分
か
れ
て
行
い
、
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
の
部
で
は
、
板

付
校
区
の
沖
野
一
郎
氏
が

9
8
8
点
を
獲
得
し
見
事
、

優
勝
し
ま
し
た
。

　

ダ
ー
ツ
を
上
手
に
投
げ

沖
野
一
郎
氏
が
9
8
8
点
で
V

《
カ
ウ
ン
ト
･
ア
ッ
プ
》

　

那
珂
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
毎
年
５
月
に
開
催
し
て
い
る

竹
下
祭
り
に
参
加
し
、
ふ
れ
あ
い

広
場
の
一
つ
で
あ
る
「
昔
あ
そ

び
コ
ー
ナ
ー
」

に
出
店
し
て

い
ま
す
。
今

年
は
祭
り
も

34
回
目
を
迎

え
５
月
20
日

︵
日
︶
に
Ｊ
Ｒ

竹
下
駅
周
辺

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ

ブ
は
ボ
ラ
ン

老人クラブ連合会

那 校区珂

テ
ィ
ア
と
し
て
毎
回
25
名
が
参
加

し
、
工
作
の
お
手
伝
い
等
を
し
て

那珂校区老人クラブ連合会
　　 会長　廣田　すみ子

昔あそびで交流
笑顔あふれる時間

世
代
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
準
備
し
た
内
容
は
ブ
ン
ブ

ン
ご
ま
、
お
り
紙
工
作
、
紙
コ
ッ

プ
で
作
る
ロ
ケ
ッ
ト
等
で
、
毎
年

親
子
連
れ
の
方
、
友
人
た
ち
と
の

参
加
が
あ
り
、
所
せ
ま
し
と
盛
り

上
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

も
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

い
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
時
間
で

す
。

博多区高齢者ソフトダーツ大会

る
コ
ツ
は
、
①
投
げ
る
時
は

少
し
前
傾
姿
勢
に
す
る
こ

と
②
ひ
じ
を
支
点
に
、
狙
い

よ
り
や
や
上
を
め
が
け
る

こ
と
③
力
を
入
れ
す
ぎ
ず

軽
く
投
げ
る
こ
と
で
す
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
ダ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

「やったね！」
お見事命中

子どもたちも大喜び

順　位 氏　名 校区・地区 総得点
優　勝 沖野 　一郎 板　付 988
準優勝 中島 　勝男 東月隈 948
第３位 吉川 　鐵義 奈良屋 940

大会結果（カウント・アップ）

（敬称略）
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健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
も

の
は
「
生
き
が
い
、
運
動
、
食
べ

物
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
生
き
が
い
づ
く
り

の
た
め
に
会
員
要
望
に
よ
る
同
好

会
を
つ
く
り
、
食
べ
物
に
つ
い
て

は
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
導

の
も
と
、
五
大
栄
養
素
が
含
ま
れ

る
食
材
の
摂
取
を
心
が
け
、
運
動

に
つ
い
て
は
、
健
康
運
動
指
導
士

の
指
導
で
健
康
ク
ロ
ス
ダ
ン
ス
を

今
年
の
1
月
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

健
康
ク
ロ
ス
ダ
ン
ス
と
の
出
会

い
は
博
多
小
学
校
に
お
い
て
、
博

多
区
健
康
づ
く
り
講
座
『
な
ぜ
歩

く
の
か
』
の
講
演
と
実
践
指
導
を

受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
1
日
に
一
万
歩
歩
く

こ
と
が
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
な

る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

漠
然
と
歩
く
だ
け
で
は
効
果
は
な

い
そ
う
で
す
。
歩
く
こ
と
を
基
本

と
し
た
運
動
に
『
姿
勢
』『
ス
ピ
ー

ド
』『
歩
幅
』
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
運
動
効
果
は
大
き
く
変
わ

り
、
ま
た
自
分
の
体
力
に
応
じ
て

調
整
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　

現
在
は
個
別
に
体
操
の
練
習
を

し
て
い
ま
す
が
、
個
別
体
操
習
得

後
は
休
憩
を
入
れ
て
、
連
続
的
に

運
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、ク
ロ
ス
ダ
ン
ス
は
歌『
黒

田
の
と
の
さ
ま
』
を
使
っ
て
、
振

り
付
け
を
健
康
運
動
指
導
士
に
お

願
い
し
ま
し
た
。
見
せ
る
民
舞
と

し
て
も
踊
れ
る
の
で
楽
し
く
練
習

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
10
月
に
は
長
生
園
の
合

同
発
表
会
に
出
演
す
る
予
定
で

す
。

　

私
た
ち
の
体
力
は
貯
蓄
の
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
何
も
し
な
け
れ

ば
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
き
、
や
が

て
底
を
つ
き
ま
す
。
寿
命
も
延
び

て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
見
合
う
だ

け
の
運
動
量
を
増
や
し
、
運
動
効

果
を
意
識
し
な
が
ら
習
慣
化
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
運
動
量
の
程
度
に
よ
り

ま
す
が
、
老
化
に
よ
る
筋
力
低
下

は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
維
持
だ
け
で
な
く
、
人
生
を

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
を
一
生
続
け
る

た
め
の
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
今

後
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

「
健
康
ク
ロ
ス
ダ
ン
ス
」
で

�

生
涯
い
き
い
き
元
気
に
!!

冷
泉
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
中
尾
　
敏
勝

正しい歩き方のポイント

　さらに脚の屈伸も行い、リズムに合わせて体を動
かしながら、頭も使うため認知症予防にも効果があ
るとのことです。また健康クロスダンスは右図のよ
うに 4 つの体操で構成されており、生活習慣病およ
び老化による機能低下の防止にもなります。

　健康運動指導士が作成したプログラム順に『黒
田のとのさま』の歌に合わせて両手・脚を左右前
後に下記の図のように 1・2・3・4 と動かします。

クロスダンスとは

健康クロスダンス

⇒ ⇒ ⇒ほぐし体操
（筋肉を柔らかに）

クロスダンス
（歩く、筋トレ）

ステップ体操
（筋トレ）

ストレッチ体操
（筋肉緊張の是正）

健康クロスダンスの詳細はコチラまで

お問合せ先
健康運動指導士　坂井　典子
☎ 092-585-3736
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わが町歴史散歩第4回

博多にまつわる歴史をご紹介します

第二豊国会
会長　青木　望

古渓和尚と秀吉

　

古
渓
和
尚
は
戦
国
時
代
の

京
都
大
徳
寺
の
住
持
︵
住

職
︶
で
し
た
。
そ
し
て
千
利

休
の
禅
の
師
匠
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
当
時
の
最
高
権
力

者
、
豊
臣
秀
吉
と
の
関
係
も

深
く
、
千
利
休
を
は
じ
め
と

す
る
堺
商
人
や
博
多
商
人

の
神
屋
宗
湛
な
ど
当
時
の

商
業
の
中
心
人
物
た
ち
と

も
深
い
交
流
が
あ
り
ま
し

た
。
神
屋
宗
湛
は
天
正
14

︵
1
5
8
6
︶
年
に
大
徳
寺

に
て
古
渓
和
尚
の
導
き
で
剃

髪
出
家
し
て
い
ま
す
。
こ
の

時
代
に
神
屋
宗
湛
が
京
都
、

博
多
の
間
を
何
度
も
往
復
し

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

　

さ
て
、
古
渓
和
尚
は
秀
吉

の
逆
鱗
に
触
れ
て
博
多
に
配

流
さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の

原
因
は
織
田
信
長
を
弔
う
た

め
の
菩
提
寺
を
秀
吉
が
造
営

し
よ
う
と
し
た
と
き
、
古
渓

和
尚
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
秀
吉
と
対
立
し
た
こ
と

に
あ
る
よ
う
で
す
。

　

古
渓
和
尚
は
天
正
16

︵
1
5
8
8
︶
年
９
月
に
博

多
に
着
き
、
神
屋
宗
湛
、
嶋

井
宗
室
が
用
意
し
た
「
大
同

庵
」
に
落
ち
着
き
ま
す
。
古

渓
和
尚
は
神
屋
宗
湛
が
剃
髪

出
家
し
た
時
の
師
匠
で
す
か

ら
、
手
厚
く
も
て
な
し
た
こ

と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

連
日
の
よ
う
に
神
屋
宗
湛
た

ち
と
茶
会
を
開
い
て
無ぶ
り
ょ
う聊
を

慰
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
近

隣
の
著
名
人
た
ち
と
の
茶
会

も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

古
渓
和
尚
の
英
明
が
博
多
の

地
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。

　

の
ち
の
こ
と
で
す
が
、
古

渓
和
尚
が
許
さ
れ
て
京
都
に

戻
っ
て
ほ
ど
な
く
千
利
休
が

秀
吉
に
切
腹
を
命
じ
ら
れ
る

と
い
う
皆
様
ご
存
じ
の
事
件

が
あ
り
ま
し
た
。
利
休
の
死

後
、
利
休
の
木
像
が
大
徳
寺

山
門
に
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
秀
吉
は
激
怒
し
て

命
に
従
わ
な
け
れ
ば
大
徳
寺

を
焼
き
払
う
と
「
秀
吉
の
使

者
と
し
て
徳
川
家
康
・
前
田

利
家
・
細
川
忠
興
・
前
田
玄

以
を
差
し
向
け
ま
し
た
。
4

人
を
前
に
古
渓
和
尚
は
懐
中

か
ら
短
刀
を
出
し
『
法
の
衰

退
か
く
の
如
し
、
吾
た
だ
死

あ
る
の
み
』
と
言
い
放
ち
ま

し
た
。
使
者
た
ち
は
こ
の
こ

と
を
秀
吉
に
伝
え
秀
吉
に
大

徳
寺
焼
き
討
ち
を
思
い
と
ど

ま
る
よ
う
願
い
、
秀
吉
も
そ

れ
を
聞
き
入
れ
ま
し
た
」︵
大

徳
寺
歴
代
墨
蹟
資
料
よ
り
︶

　

古
渓
和
尚
と
石
田
三
成
と

の
関
係
も
書
き
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
石
田
三
成
の
母
が
文

禄
６
︵
1
5
9
4
︶
年
に
亡

く
な
っ
た
と
き
、
古
渓
和
尚

は
脇
導
師
と
し
て
葬
儀
を
執

り
行
っ
て
い
ま
す
。
世
間
で

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
2

人
の
関
係
は
悪
く
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

話
は
前
後
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
古
渓
和
尚
が
博
多

に
配
流
さ
れ
て
2
年
後
の
天

正
18
︵
1
5
9
0
︶
年
に
許

さ
れ
９
月
に
京
都
大
徳
寺
に

戻
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
神

屋
宗
湛
は
京
都
ま
で
同
行
し

ま
し
た
。

　

2
年
と
い
う
短
い
博
多

滞
在
で
し
た
が
、
こ
の
大

同
庵
が
あ
っ
た
所
が
古
渓

和
尚
に
ち
な
ん
で
昭
和
40

︵
1
9
6
5
︶
年
の
町
名
改

正
ま
で
「
古
渓
町
」
と
い
う

町
名
を
残
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
あ
る
大
同
庵
跡

地
は
、
旧
古
渓
町
に
お
住
ま

い
の
方
が
個
人
で
こ
の
土
地

を
買
い
取
り
整
備
な
さ
っ
た

も
の
で
す
。
現
在
も
旧
古
渓

町
の
人
た
ち
が
年
に
3
回
集

ま
っ
て
「
古
渓
会
」
を
開
い

て
お
い
で
で
す
。
旧
古
渓
町

の
人
た
ち
の
町
に
対
す
る
強

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

▼
秀
吉
の
逆
鱗
に
触
れ
博
多
へ

▼
今
な
お
残
る
歴
史
の
名
残
に
思
い
は
せ

　我々「第二豊国会」の町内に、古渓和尚
が住んでいた大同庵の跡地があります。私
どもは古渓和尚をよく知っていますが、他
地域の方々には、なじみのないお方でしょ
うから、少し説明をさせていただきます。
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新設クラブ紹介コーナー
博多区老人クラブ連合会

会長　中富　鐵也
（会員32名  平成29年4月1日遡及）

千代シニアくらぶ千 代
地区

会長　篠崎　恒重
（会員45名  平成30年4月1日）

諸岡むつみ会板 付
地区

　博多区老人クラブ連合会では、今年度から1クラブ増え、

新たな仲間を迎えました。今回は昨年度新設された「千代

シニアくらぶ」の中富会長にお話を伺いしました。

　

大
同
庵
か
ら
１
０
０
ⅿ
離

れ
た
所
に
博
多
小
学
校
が
あ

り
ま
す
。
博
多
小
学
校
は
神

屋
宗
湛
の
屋
敷
跡
地
だ
っ
た

所
で
す
。
そ
の
博
多
小
学
校

に
隣
接
し
て
「
豊ほ
う
こ
く国
神
社
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
も
神
屋

宗
湛
の
敷
地
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
古
渓
和
尚
と
対
立

し
た
豊
臣
秀
吉
で
す
が
、
戦

乱
で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
博

多
を
復
興
し
て
く
れ
た
恩
人

で
し
た
。
秀
吉
の
「
太
閤
町

割
り
」
と
呼
ば
れ
る
都
市
整

備
を
実
行
し
復
興
を
助
け
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を

知
ら
な
い
者
は
こ
の
地
に
は

い
ま
せ
ん
。
全
国
に
あ
っ
た

豊
国
神
社
の
ほ
と
ん
ど
は
徳

川
の
命
に
よ
り
焼
き
払
わ
れ

た
そ
う
で
す
が
、
徳
川
の
世

に
あ
っ
て
も
秀
吉
を
祀
っ
た

豊
国
神
社
を
連
綿
と
維
持
し

て
き
た
博
多
も
ん
︵
者
︶
も

相
当
な
意
地
っ
張
り
で
す
。

今
も
神
社
の
前
を
通
る
人
が

素
通
り
す
る
こ
と
な
く
、
歩

道
上
か
ら
拝
礼
な
さ
っ
て
い

く
姿
を
よ
く
見
ま
す
。
私
ど

も
「
第
二
豊
国
会
」
の
名
称

は
こ
の
豊
国
神
社
か
ら
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　写真に映っている大同庵跡
のアジサイがきれいです。美
麗なブルーで、長方形の花壇
に植えられたその形のままに
手前が低く奥が高くきれいな
姿で素敵です。もうアジサイ
の季節は終わりましたが来年
見にお出でください。一見の
価値があります。６月上旬が
一番きれいです。

　山笠仲間として長い付き合いがある千代
校区老人クラブ連合会の福井良一会長から
お誘いを受け「千代シニアくらぶ」を設立
しました。名前の由来は、親しみやすく、
幅広い年齢の方が気軽に入会できることを
考えました。
　現在、月 2 回、約 10 名の会員が参加し
て千代公民館や千代人権まちづくり館でカラオケを楽し
んでいます。カラオケは大きな声を出すことでストレス
発散ができるだけでなく、脳を活性化させる効果もある
そうです。毎回、他クラブの方も交え、美しい歌声に酔
いしれています。
　今後もみんなで仲良く様々な活動を行い、また他のク
ラブの方とも積極的に交流を持って、笑顔の輪を広げて
いきたいです。

千代シニアくらぶ
中富鐵也会長

カラオケで他クラブと交流
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会員文芸 ～多数の寄稿ありがとうございました～

川

柳

我
が
顔
を
鏡
に
う
つ
し
母
と
会
う

　 

那
珂
校
区
　
井
上
　
志
都
代

タ
ン
ス
に
は
サ
イ
ズ
の
合
わ
ぬ
服
ば
か
り

　 

那
珂
校
区
　
上
野
　
信
子
　

老
い
る
と
は
膝
痛
腰
痛
物
忘
れ

　 

那
珂
南
校
区
　
西
村
　
幸
三
　

健
康
は
動
と
食
が
決
め
て
な
り

　 

冷
泉
地
区
　
中
尾
　
敏
勝
　

痛
い
痛
い
遊
び
に
行
く
時
動
く
足

　 

東
吉
塚
校
区
　
小
佐
野
　
範
子

足
よ
り
も
口
に
つ
け
た
い
万
歩
計

　 

東
吉
塚
校
区
　
佐
谷
　
寛
義
　

ひ
い
孫
が
悪
さ
す
る
け
ど
気
に
し
な
い

　 

東
吉
塚
校
区
　
渡
辺
　
春
雄
　

朝
起
き
て
カ
レ
ン
ダ
ー
見
る
も
用
は
無
し

　 

東
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
宏
子
　

量は
か
り
酒
も
っ
と
飲
み
た
い
隠
し
酒

　 

東
吉
塚
校
区
　
安
武
　
浩
二
　

　体
脂
肪
ヘ
ソ
ク
リ
だ
け
が
低
脂
肪

　 

東
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
満
　
　

短

歌

早
春
の
　
柳
並
木
の
　
川
土
手
に

つ
く
し
起
き
た
か
　
の
び
る
は
ま
だ
か

 

東
住
吉
校
区
　
髙
野
　
久
美
子

俳

句

春
雷
や
犬
の
駆
け
込
み
床
の
下

 

東
月
隈
校
区
　
鈴
木
　
三
千
代

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に
汗
ば
ん
で

 
東
月
隈
校
区
　
中
村
　
里
美
　

補
聴
器
の
電
池
切
れ
た
り
は
た
た
神

 

東
月
隈
校
区
　
元
田
　
照
代
　

絵
手
紙
を
出
せ
し
友
逝
き
秋
の
暮

 

奈
良
屋
地
区
　
吉
田
　
玲
子
　

青あ
お
た
か
ぜ

田
風
棚た
な
だ田
を
染そ

む
る
入い
り
ひ日
か
な

 

美
野
島
地
区
　
古
屋
　
佳
代
子

寒
風
に
す
て
猫
な
き
て
去
り
が
た
し

 

大
浜
地
区
　
田
中
　
寛
　
　

ゆ
っ
く
り
と
揺
る
る
草
影
月
見
草

 

吉
塚
校
区
　
城
谷
　
富
士
子

合
格
を
祈
る
手
元
に
春
の
雪

 

吉
塚
校
区
　
手
塚
　
幸
恵
子

春
の
田
に
み
ど
り
広
が
る
田
舎
道

 

東
光
校
区
　
藤
井
　
良
男
　

風
に
舞
い
小
さ
な
川
の
花
筏い
か
だ 

 

那
珂
校
区
　
広
田
　
実
子
　

街
歩
き
袴
す
が
た
に
出
会
う
春

 

那
珂
校
区
　
勝
野
　
初
代
　

日
直
の
職
場
に
一
人
文
化
の
日

 

那
珂
南
校
区
　
井
上
　
佐
重
子

母
の
日
や
母
の
使
い
し
か
っ
ぽ
う
着

 

那
珂
南
校
区
　
光
田
　
和
子
　

つ
つ
じ
咲
く
古
寺
の
崖
や
虹
の
如
く

 

那
珂
南
校
区
　
北
原
　
正
義
　

新
緑
の
大
樹
に
見
惚
れ
野
原
ほ
す

 

那
珂
南
校
区
　
末
永
　
小
枝
子

散
る
花
を
頬
に
受
け
て
春
惜
し
む

 

冷
泉
地
区
　
力
武
　
道
子
　

舞
台
上
友
の
踊
り
の
美
し
さ

 

東
月
隈
校
区
　
本
浦
　
ア
イ
子

灯ひ
か
りさ
し
石
垣
の
バ
ラ
帰
り
み
ち

 

東
吉
塚
校
区
　
坂
本
　
ナ
ズ
エ

美
し
き
公
園
の
葉
桜
風
さ
み
し

 

東
吉
塚
校
区
　
十
亀
　
喜
久
子

つ
ば
め
飛
ぶ
空
は
青
く
て
楽
し
そ
う

 

東
吉
塚
校
区
　
小
佐
野
　
範
子

初
夏
の
朝
野
花
摘
み
つ
つ
一
人
言

 

東
吉
塚
校
区
　
西
田
　
恒
子
　

春
の
陽
や
小
さ
な
背
中
を
ラ
ン
ド
セ
ル

 

東
吉
塚
校
区
　
福
田
　
一
二
三

風
薫
る
虹
の
松
原
唐
津
城

 

東
吉
塚
校
区
　
堀
内
　
照
子
　

春
風
に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
う
花
い
か
だ

 

東
吉
塚
校
区
　
井
上
　
須
恵
子

紫
陽
花
の
芽
吹
く
力ち
か
らや
せ
ま
り
く
る

 

東
吉
塚
校
区
　
鶴
丸
　
タ
カ
コ

雲
も
な
く
山
の
稜
線
く
っ
き
り
と

 

東
吉
塚
校
区
　
東
　
幸
子
　
　

宗
像
の
社
に
ま
ぶ
し
く
新
緑
の

 

東
吉
塚
校
区
　
内
藤
　
多
美
子

生
ま
れ
き
て
　
試
練
の
中
を
　
歩
み
し
も

老
い
た
る
今
は
　
安
ら
か
に
し
て

 

那
珂
南
校
区
　
大
塚
　
陽
子
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広 報 部 の紹介魅力的な広報紙を
目指して

広報部長 福井　良一 千　代
広報副部長 稲益　満 東吉塚

広報部員
山田　優基 弥　生
古屋　征範 美野島
中尾　敏勝 冷　泉

女性部長 阿部　悦子 東　光

平成30年度広報部会委員の皆さん

　広報部では、1月と 7月の年に２回発行し

ている「博高連だより」の紙面の掲載内容に

ついて考え、校正作業等を行っています。

皆さんのご投稿をお待ちしています。

原稿募集中
　次回1月に発行する『博高連だより 第59号』に
掲載する原稿を募集しています。下記の他、ジャンル
は問いません！ お気軽にご投稿ください。

クラブ活動紹介

日頃の活動の様子や、クラブの自
慢など、広報紙を通して皆さんと
情報を共有しませんか

絵手紙・写真

絵手紙や写真、
手芸作品など、
趣味で作った作
品を掲載します

冬
は
必
ず

春
に
な
る
。

俳句・短歌・川柳

皆さんの豊かな感性を
生かしてみませんか？

その他、旅の思い出、忘れられないあの味、
失敗談…など何でもOK！ 原稿と一緒にぜひ
お写真もご投稿ください！

博 高 連 だより

博高連だよりは
年2回（1月・7月）発行しています

　
会
員
の
皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。

　
私
が
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
始
め

て
、早
６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

今
や
！ 

高
齢
者
は
増
え
つ
つ

も
、
会
員
様
は
減
っ
て
い
く
と
い

う
老
人
ク
ラ
ブ
現
象
が
起
き
て
い

ま
す
。私
の
ク
ラ
ブ
も
会
員
数
が

減
り
つ
つ
あ
り
、
あ
る
分
野
で
は
、

他
ク
ラ
ブ
と
の
共
同
活
動
を
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。会
員
増
を
呼
び

か
け
つ
つ
も
、
私
た
ち
仲
間
同
士

の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
情
報
交

換
や
共
同
活
動
を
推
進
し
、
内
外

の
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

　
広
報
部
と
し
て
、
よ
り
魅
力
あ

る
内
容
の
広
報
紙
に
し
て
い
き
た

い
…
と
同
時
に
、
皆
様
に
は
会
員

増
の
た
め
に
も
「
博
高
連
だ
よ
り
」

の
多
大
な
る
ご
活
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

弥
生
校
区　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長　
山
田　
優
基

︻
ご
協
賛
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
へ
︼

　
こ
の
た
び
は
「
博
高
連
だ
よ
り
」

の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の

掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

 

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

あ
と
が
き

わが町歴史散歩

博多にまつわる歴史を紹介するコー
ナー。お住まいの校区など身近なとこ
ろにある歴史を教えてください。

はかた熱中人

老人クラブ活動以外で、いま熱中
している趣味や活動を紹介してく
ださい。

博多区老人クラブ連合会

〒812-8514　博多区博多駅前2-19-24
TEL 092-419-1085

宛 先

いただいた原稿の見出しの変更、文章の添削は
事務局・広報部に一任させていただきます

お気軽にご投稿ください !
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かたは 熱 中 人
ねっちゅうびと

第6回 会員の皆さんが、いま熱中している
趣味や活動をご紹介します。

81
歳
で
起
業

人
生
の
後
半
戦
に　
　

咲
か
す

カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
店
『
演
歌
の
花
道
』
オ
ー
ナ
ー

冷
泉
老
連　

い
ず
み
会 

山
下　

貴
美
子
さ
ん
（
82
）

　
平
成
29
年
２
月
20
日
に
突
然
、
カ
ラ

オ
ケ
喫
茶
店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
の
案

内
状
が
来
て
、
初
め
て
知
っ
た
会
員
は

ビ
ッ
ク
リ
。
81
歳
と
い
う
年
齢
で
、
し

か
も
最
近
カ
ラ
オ
ケ
店
が
増
え
て
い
る

中
で
、
大
丈
夫
な
の
か
な
…
と
心
配
し

た
も
の
で
し
た
。

　
お
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
き
っ
か
け

は
、
愛
犬
の
ゴ
ン
タ
︵
犬
種
パ
グ
︶
が

平
成
28
年
９
月
28
日
に
天
国
へ
旅
立
っ

た
こ
と
で
し
た
。
山
下
さ
ん
は
以
降
、

自
宅
に
閉
じ
こ
も
る
よ
う
に
な
り
、
無

気
力
の
時
期
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
あ
る
時
「
こ
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
、
寝
た
き
り
だ
け
は
な
り
た
く

な
い
」
と
奮
起
し
、
何
か
仕
事
を
し
た

　
山
下
さ
ん
は
昨
年
、
81
歳
で
カ
ラ
オ
ケ
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
八
十
路
に
し
て
ま
す

ま
す
元
気
。
老
人
ク
ラ
ブ
が
開
催
す
る
社
会
見
学
会
、
懇
親
会
等
に
毎
回
参
加
さ
れ
、

積
極
的
で
明
る
い
性
格
の
ご
婦
人
と
の
印
象
が
あ
り
、
宴
会
が
始
ま
れ
ば
率
先
し
て
司

会
を
さ
れ
た
り
、
踊
り
の
披
露
等
、
会
員
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
存
在
で
す
。

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
日
舞
の
指
導
経
験
を
生
か
し
、
音
楽
が

好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
踊
り
と
歌
を
組

み
合
わ
せ
た
カ
ラ
オ
ケ
店
を
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
を
思
い
つ
か
れ
ま
し
た
。

冷
泉
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長
　
中
尾
　
敏
勝

（

（

悲
し
み
を
乗
り
越
え

 

カ
ラ
オ
ケ
店
開
業
へ

自
分
の
特
技
生
か
し
て

楽
し
み
な
が
ら
営
業
中

お着物姿も素敵な
40 年前の山下さん

店内ではドラム演奏もされます

昨年カラオケ店
を開業した山下
貴美子さん

　
他
店
に
な
い
特
徴
と
し
て
、
店
内
に
ス

テ
ー
ジ
を
備
え
、
踊
り
の
指
導
を
行
う
こ

と
、
ま
た
カ
ラ
オ
ケ
は
高
齢
者
に
と
っ
て

も
楽
し
く
の
ど
が
鍛
え
ら
れ
、
健
康
に
良

い
こ
と
か
ら
今
後
期
待
が
持
て
る
と
い

う
点
が
起
業
の
決
め
手
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
お
店
は
約
14
・
7
坪
、
10
～
20
名
程
度

収
容
で
き
る
規
模
で
、
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
の

設
備
も
あ
り
、
自
ら
が
演
奏
し
て
は
、
お

客
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
自
身
も
と
て

も
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
に
お
見
受
け

い
た
し
ま
し
た
。
昼
間
の
時
間
帯
は
主
に

高
齢
者
が
来
店
し
、
固
定
客
も
付
い
て
き

た
と
の
こ
と
で
す
。

　
人
間
は
誰
し
も
そ
れ
ぞ
れ
弱
点
が
あ
り

ま
す
。
山
下
さ
ん
は
愛
犬
の
死
に
よ
り
社

会
と
の
断
絶
、
無
気
力
な
状
態
に
な
り
ま

し
た
が
、
自
分
と
の
闘
い
に
打
ち
勝
ち
、

現
在
は
元
気
に
輝
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
の
姿
に
私
た
ち
の
今
後
の
生
き
方

の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

笑
顔
の
輪
を
広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
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